
  

 

 

 

 

清水東高等学校・清水桜が丘高等学校へ行ってきました。  

ブックトークは、「１つのテーマに沿って何点か本を紹介する」もので、昨年度は「不思議」という

テーマで実施しました。 

「不思議」と聞くと、どんな本を思い浮かべるでしょうか。担当司書はそれぞれ、不思議な「お菓

子」の本、「数」の不思議に迫る本、読んで「不思議だと感じる」絵本や推理小説、写真集など

「不思議」を様々な視点で捉え幅広いジャンルから選びました。 

生徒の皆さんには、ブックトークを毎年楽しみにしていただき、今回も真剣に耳を傾け、クイズに

も積極的に参加してくれました。 

「不思議」に関する本は、今回ご紹介した本以外もたくさんあります。お気に入りの一冊、皆さん

の支えになる一冊、世界が広がる一冊などに出合えたら楽しいですね。興味を持った本を、ぜひ

手に取っていただければと思います。                                 （司書 元ティーン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブックトーク 

「不 思 議」 

『不思議なお菓子レシピ   

サイエンススイーツ』  

太田さちか/著  

マイルスタッフ 

『星新一すこしふしぎ  

傑作選』 

星新一/作 瀬名秀明/選 

集英社  

『センス・オブ・ワンダー』 

レイチェル・カーソン/著 

新潮社 

『数の悪魔 算数・数学

が楽しくなる 12夜』  

エンツェンスベルガー/著 

晶文社 

『不思議の国のアリス』 

ルイス・キャロル/作  

岩波書店 

『海とそらが 

であうばしょ』 

 テリー・ファン/作 

化学同人 

『レプリカだって、 

        恋をする。』  

榛名丼/著 

KADOKAWA 

『本と鍵の季節』  

米澤穂信/著 

 集英社 

 

今回紹介した本 

（一部） 



 

 きっとあなたの助けになる！？ 

 「ひとり暮らし」 

「ひとりでくらす」ことに、みなさんはどんな思いをもちますか？ 

あこがれ？ 不安？ これを読んでいる人の中には、すでにひとりで

くらしている人もいるかもしれませんね。 

「ひとりでくらす」とは、自分の生活を自分で管理すること、自分

の人生を始めること、と著者の辰巳渚さんは言っています。そこに

はかけがえのない充実感があり、そして、それは親の家を出たから

といってすぐに始められることではないのだとも。 

家を出るその日のために、生きていくための技術を覚えること。 

それは子供を送り出す側も必要な意識であると思います。“しっかり

とした暮らし”の先にある“豊かな満足感のある暮らし”を、これ

からひとりでくらしていくみなさんには得てほしいです。 

最終章にある「家出テスト」も、ぜひやってみてください。 

 

執筆者：長谷川はづき（学校図書館支援室） 

 

 

 

 

 

  

 

執筆者：神谷千賀子（静岡市立安東小学校） 

紹介本：『家を出る日のために』 
       辰巳渚/著  理論社 

 

※静岡市立図書館にも所蔵がある本です。 

 ２０１２年に、イースト・プレスより再刊されています。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』 

ブレイディみかこ/著  新潮社 

ふわふわとしたバブルに包まれているかのように平和な小

学校を卒業した息子が進学したのは「元底辺中学校」。 

在校生はみんな肌の色もルーツもごちゃまぜで、波乱万丈

な学校生活。その中で彼らが直面するのは、隠す気のない

差別、表面化する経済格差…。 

身の回りで起きていることについて考えることで、自分なり

の答えを模索していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『薄紫のレオタード あるいは、年がら年中ニューヨーク・ 

                   シティ・バレエを観に行くこと』 

エドワード・ゴーリー/著 柴田元幸/訳 河出書房新社 

エドワード・ゴーリーの作品の特徴は、モノクロの線画

と韻を踏んだような独特な言い回し。唯一無二の作風

で、世界中のファンを虜にしてきました。 

50 シーズン分（年間 200 回ちかく）のニューヨーク・

シティ・バレエをみたというゴーリーが「年の離れた架

空の親戚」の目を通して、バレエの演目や衣装について

書き連ねます。 

彼の世界観と、クラシックバレエに対する愛に触れて

みてはいかがでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『虹色のパズル』 

天川栄人/作 文研出版 

ルービックキューブは成宮琴子の相棒。色をそろえると、自

分のこと家族のこと友達のことで、いっぱいな頭の中まで

整理されるような気がするから・・・。 

そんな琴子は、中学二年生の夏休み、母方の叔父の圭一

郎に預けられることになります。彼やその恋人、友人たちと

関わる中で琴子の世界は一気にカラフルに！ 

明るく、賑やかで、少し切ない一冊です。 

 

『世界のふしぎな色の名前』 

城一夫・カラーデザイン研究会/著  グラフィック社 

一説によると、人間は１００万以上もの色を認識できるって

知っていましたか？ 

この本では、ふしぎな名前を付けられた色を紹介してい

ます。180０年代後半の華やかな流行色「オペラ」、女流

作家の名前が付けられた「紫式部」、蚤
のみ

という意味の「ピ

ュス」など、166色を解説と共に楽しむことができます。 

さあ、あなたの好きな色は何色で、どんな名前が付いてい

ますか？ 

 

『推し色で巡る! 日本の絶景スポット 気分が上がる!      

７色フォトブック』 

絶景 85チームなないろ/編  東京ニュース通信社 

暖かくなれば旅日和！ 一面に咲き乱れる花や、自然

が創り出した雄大な自然の中で「推し」の色を探しに行

きませんか？ 

好きなアイドルやキャラクターのメンバーカラー、即ち「推

し色」。そんな「推し」を全身で感じられるようなスポット

を紹介しています。 

各所の見どころや、撮影のポイント、アクリルスタンドやぬ

いぐるみを撮る際のアドバイスも掲載されていますよ！ 

 

『君色パレット』シリーズ 

戸森しるこ ほか/著 岩崎書店 

おれの好きなもの、私の家族、ぼくの将来の夢…。 

胸が切なくなる話、心が温まる話、身近にあるかもしれ

ないちょっと怖い話など「多様性」に関するお話を１２人

の作家が手がけました。どれも短編なので気軽に読み

進めることが出来ます。 

主人公たちの日常を覗いて、身の回りにあふれた「多様

性」に触れてみましょう。あなたの悩みに寄り添ってくれ

るお話が見つかるかも…。 

 

今年も春がやってきましたね。あたたかくなり花が咲くと、 

山はもちろん町もどこか色づいて見えませんか？ 色鮮やかな春

にちなんで、タイトルに「色」がある本を集めました！  

（司書 NO.３０） 

静岡女子高校の図書館司書の

大桃先生に伺いました 

・持ち運び 

便利な文庫 

・ジャンルは

恋愛♡ 

 

生徒たちに本にふれてもらうために、まず図書館に多くの生徒たちに

来てもらうことを目指しています。そのために季節を感じる装飾にし、図書

館が生徒たちにとってオアシスのような癒しの空間になって欲しいと思っ

ています。 

図書館内の本は、常に新しい本をそろえ、その本も生徒たちにできる

だけ多く読んでもらえるようにリクエストを中心に選んでいます。 

さらに幅広いジャンルの本を手にとってもらえるように、館内には「先生

からのおすすめの本」「図書委員からおすすめの本」を掲示しています。 

 

ランダムアクリルキーホルダーを１５個買って、 

推しが１個しか出なかった司書のさくたろうです。 

Lマガを読んでいるそこのあなた！ 推し活はしていますか？ 

推し活をしている方も、そうでない方も、一度はオタク用語を聞いたことがあるのではないでし

ょうか。 

ミュージカルや舞台の公式グッズでおなじみの「ランブロ」 ファンサを貰うための「ファンサう

ちわ」誰もが逃れられない「リセマラ」などなど、聞いたことはあるけれどちゃんとした意味って

なんだったっけ……と思う方にお勧めしたい一冊。それが『大限界 オタク用語辞典（小出祥子

/編 名古屋短期大学小出ゼミ（2022・2023年度生）/著 三省堂』です。この辞典を読んで

いると自分では知らないオタク用語を知ることができ、とても面白いと思います。 

実際に、この本を使ってオタク用語を調べてみてください。              （司書 さくたろう） 

 

 

オタク用語辞典をみてみよう 

 

特 
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タイトル 著者 等 出版社 内容紹介 等 

中高生の防災ブック 益田美樹/著 ぺりかん社 
災害はいつ何時くるかわからない。 

知っておくと得をする情報が満載です。 

光が死んだ夏 
モクモクれん/

原作・イラスト 
KADOKAWA 

ある日、別のナニカにすり替わっていた友人と

怪奇事件の謎。人気漫画待望のノベライズ！ 

やりたいことがわからない 

高校生のための最高の職業と

進路が見つかるガイドブック 

山内太地/著 

小林尚/著 
KADOKAWA 

自分にとって最高の職業とは？ じっくり自

分と向き合って悩んで考える方法を伝授す

る。 

大限界 オタク用語辞典 小出祥子/編 三省堂 
聞いたことのある言葉の意味を今一度知り

たいあなたに是非読んでほしい一冊です。 

平安のステキな！ 

女性作家たち 

川村裕子/著 

早川圭子/絵 
岩波書店 

平安時代を代表する女性作家のライフヒス

トリーや作品についてわかりやすく紹介。 

ジャンル特化型ホラーの扉 闇/編著 河出書房新社 
ホラーをジャンル分けし、それぞれ解説して

いくホラーを楽しむための一冊。 

みんなで描こう！ 

黒板アート 
すずきらな/著 誠文堂新光社 

チョークの使い方、色の混ぜ方、楽しく描く

コツ・・・。卒業式シーズンにお役立ち！ 

学びの技 改訂版  
14歳からの探究・論文・プレゼンテーション 

登本洋子/著 

伊藤史織/著 

玉川大学 

出版部 

レポートの書き方やプレゼンの工夫など探

求の基礎をイラストとともに紹介してくれる

本です。 

江戸でバイトやってみた。 櫻庭由紀子/著 技術評論社 
女子高生・七緒のバイト先は江戸時代！ 

物語と一緒に江戸の文化も楽しめる一冊。 

今日からはじめる 

刺しゅうのキホン 

成美堂出版 

編集部/編 
成美堂出版 

初心者にも分かりやすく大きな写真で解説

され、刺しゅうの種類も豊富です。 

スマホアプリはなぜ無料? 松本健太郎/著 河出書房新社 
中高生に身近な商品やサービスを通して、

経済やマーケティングについて解説。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11/18～1/31入荷分)

このほかの新着本は、図書館ウェブサイトより、資料検索・予約  新着資料にてチェックすることができます♪

 殺人、不倫、いじめなどネコたちによる３０の事件をもとに、刑法の合
理性と奥深さを解説する。人気推理作家にして弁護士の五十嵐律人
が放つ新機軸。  

 登場人物がすべてねこであるため、事例もねこの生態によるものにな
っているところがおもしろいところであり、読みやすくわかりやすいとこ
ろにもなっています。「クロネコいじめ事件」や「マタタビ取締法違反」
などユニークな事件での刑法が紹介・解説されています。 

 作中のねこの事例で理解したものを、改めて人間で考えてみるとどう
でしょうか。理解が深まったからこそわかる事例の重大性、事件性を
確認することが出来ると思います。              （司書 シラコバト） 

 

 

 
【編集後記】 
静岡女子高校の図書館を見学させていただきました。 季節を感じる装飾が素敵

でした。また、本に親しんでもらうための取り組みも参考になりました。今後も、いろ

いろな学校の図書館をみて、紹介できればいいなと思います。       （司書 １０） 

                                          

（司書１０） 

『にゃんこ刑法  
現役弁護士作家がネコと解説』 

五十嵐律人/著 多田玲子/絵 
講談社 

 


